
地域安全コーナー地域安全コーナー地域安全コーナー
　

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

で
す
。

☆
１
１
０
番
を
す
る
と
き
は

▼
何
が
あ
っ
た
の
か

（
事
件
か
？
事
故
か
？
）

▼
い
つ
・
ど
こ
で

（
何
時
ご
ろ
の
発
生
で
場
所
は
？
）

▼
犯
人
の
特
徴
・
逃
走
手
段
な
ど

（
服
装
や
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
は
？
）

▼
あ
な
た
の
氏
名
・
連
絡
先

（
連
絡
先
は
警
察
か
ら
す
ぐ
に
連

絡
の
取
れ
る
番
号
を
！
）

　
　
　
　
　
　
　

  

本
庁
総
務
課

思
い
や
り
駐
車
区
画
を

設
置
し
ま
し
た

以
上
の
事
を
、慌
て
ず
、は
っ
き
り
、

ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
発
生
場
所
を
説
明
す
る
と
き
は

▼
自
宅
な
ら
⋮

　

自
宅
の
住
所
（
番
地
ま
で
）

▼
自
宅
以
外
な
ら
⋮

・
近
く
に
見
え
る
大
き
な
建
物
な

ど・
路
線
名
・
交
差
点
名

・
電
柱
な
ど
に
書
か
れ
た
番
号

で
あ
な
た
の
い
る
場
所
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

※
緊
急
で
な
い
相
談
な
ど
に
関
し

て
は
次
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
警
察
総
合
相
談
電
話

　

☎
０
５
９
・
２
２
４
・
９
１
１
０

○
伊
賀
警
察
署
☎
21
・
０
１
１
０

○
名
張
警
察
署
☎
62
・
０
１
１
０

○
安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９
１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

　

伊
賀
警
察
署
☎
21
・
０
１
１
０

　

名
張
警
察
署
☎
62
・
０
１
１
０
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お
知
ら
せ

　

伊
賀
市
役
所
と
各
支
所
の
駐
車

場
に
、「
思
い
や
り
駐
車
区
画
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

思
い
や
り
駐
車
区
画
と
は
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
す
人
や
妊
娠
し
て

い
る
人
、
内
部
疾
患
が
あ
り
介
助

が
必
要
な
人
な
ど
が
安
全
に
車
を

乗
り
降
り
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

区
画
を
大
き
め
に
と
っ
た
駐
車

ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

区
画
の
設
置

目
的
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力

　通報は心落ち着け
　　　　　１１０番

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

本
庁
総
務
課
☎
22
・
９
６
１
０

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　

  

本
庁
税
務
課

　

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
に

よ
る
不
動
産
の
公
売
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

【
と　

き
】

　

１
月
16
日
㈫

　

入
札　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

【
と
こ
ろ
】

　

三
重
県
津
庁
舎
６
階 

第
61
会

議
室
（
津
市
桜
橋
３
丁
目
４
４
６

番
地
の
34
）

【
公
売
財
産
】

▼
財
産
の
種
類　

田
・
雑
種
地

▼
財
産
の
所
在
地

　

柘
植
町
字
経
塚
１
０
３
１
７
番

外
11
筆

▼
面
積　

３
２
７
５
㎡

▼
見
積
価
格　

１
４
７
万
円

▼
公
売
保
証
金　

１
５
万
円

※
市
外
の
公
売
財
産
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構

　

徴
収
課

　

☎
０
５
９
・
２
１
３
・
７
３
５
５

http://w
w

w
.zei-kikou.jp/

新
春
の
つ
ど
い

　
　

  

教
育
委
員
会
島
个
原
分
室

　

市
教
育
委
員
会
島
ヶ
原
分
室
と

三
重
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
共

催
で「
新
春
の
つ
ど
い
～
映
画
会
・

交
歓
会
・
講
演
会
～
」
を
開
催
し

ま
す
。

▶
Ｕ
Ｄ
マ
ー
ク

LC

LC LC LC

JR関西本線・近鉄伊賀線など
公共交通機関をご利用ください

　

　
　
　公共交通機関は地域の皆さ
んの重要な交通手段です。
　市が運行する身近な交通手
段、コミュニティバスや行政
サービス巡回車も移動手段の
１つとして、利用してみませ
んか。「安全」「定時」「たくさ
んの人が一度に乗れる」など
自家用車にないよさが公共交
通にはあります。
　今後も運行し続けるために
は、皆さんの利用が必要です。

 近鉄伊賀線利用促進に関する標語

廃止になって嘆くより
市民で守ろうみんなの伊賀線

【問い合わせ】
本庁企画調整課☎ 22-9621

今月の納税
市県民税（4期）

国民健康保険税（8期）

納期限

 １月３１日（水）

納期限内に納めましょう
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【
と　

き
】　　

　

１
月
21
日
㈰　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】　

島
ヶ
原
会
館

【
内　

容
】

・
第
１
部　

三
重
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
移
動
映
画
会

　
「
世
界
名
作
童
話
」「
親
子
で
学

び
あ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

・
第
２
部　

交
歓
会

　

だ
ん
ご
汁
・
ぜ
ん
ざ
い
・
た
こ

焼
き
な
ど
、
島
ヶ
原
獅
子
神
楽
保

存
会
に
よ
る
獅
子
の
舞

・
第
３
部　

青
少
年
育
成
講
演
会

《
講
師
》　

　

埼
玉
学
園
大
学
人
間
学
部
教
授

幼
児
発
達
科
長　

萩
原
元
昭
さ
ん

《
演
題
》

　
『
地
域
教
育
力
の
可
能
性
を
さ

ぐ
る
』

【
対　

象
】　　
　

　

伊
賀
地
域
在
住
・
在
勤
の
方

【
定　

員
】　

１
５
０
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】　　
　

　

第
１
・
３
部
／
無
料

　

第
２
部
／
高
校
生
以
上
２
０
０

円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

教
育
委
員
会　

　
　

島
ヶ
原
分
室

（
島
ヶ
原
公
民
館
）

☎
59
・
２
２
９
１

地
域
を
語
り
、地
域
を
遺の
こ

す

K
N
S
 collaboration

伊
賀
２
０
０
７

　
　
　
　
　

  

本
庁
商
工
政
策
課

　

産
学
官
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
を
設
け
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
活
力
・
競
争

力
あ
る
地
域
産
業
の
集
積
と
創
出

な
ど
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

に
、
関
西
圏
の
活
性
化
を
目
的
に

設
立
さ
れ
、
全
国
モ
デ
ル
と
な
る

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
る
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
Ｋ
Ｎ
Ｓ
）
と
連
携
し
、「
地

域
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
ま
ち
あ
る
き
を
開
催
し

ま
す
。

【
と　

き
・
と
こ
ろ
】

■
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　

１
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

　

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
賀

■
ま
ち
あ
る
き　

　

１
月
14
日
㈰
午
前
９
時
～

　

伊
賀
上
野
城
下
町

【
内　

容
】

■
フ
ォ
ー
ラ
ム　

・
基
調
講
演

《
講
師
・
演
題
》　

塩
ビ
工
業
・
環
境
協
会
専
務
理
事

西
出
徹
雄
さ
ん

　
『
産
学
官
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
根
ざ
し
た
地
域
振
興
の
未
来
』

地
方
独
立
行
政
法
人
岩
手
県
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー　

副
理
事
長
兼
経
営
企
画
統
括
部
長

　
　
　
　
　
　
　

小
山
康
文
さ
ん

　
『
地
域
に
お
け
る
公
設
試
の
役
割

地
方
独
立
行
政
法
人
岩
手
県
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
の
事
例
に
つ
い
て
』

・
分
科
会

　

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
会
、
ま

ち
づ
く
り
研
究
会
、
循
環
型
社
会

研
究
会
各
部
会
８
～
10
人
程
度
に

よ
る
事
例
報
告
を
行
い
ま
す
。

■
ま
ち
あ
る
き

　

伊
賀
上
野
城
下
町
の
史
跡
や
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
見
学
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

本
庁
商
工
政
策
課

☎
22
・
９
６
７
２

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　

  

本
庁
建
築
課

【
と　

き
】　

１
月
21
日
㈰　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】　

伊
賀
市
中
央
公
民
館

【
内　

容
】

①
木
造
住
宅
耐
震
相
談

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
、
そ
の
ほ
か
住
宅
一
般

【
主　

催
】　

㈳
三
重
県
建
築
士
事

務
所
協
会
伊
賀
支
部

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

本
庁
建
築
課
☎
22
・
９
８
３
０

　

　インフルエンザとは、インフルエンザウイルスの
感染によって起こる病気で、冬場に流行するわが国
最大の感染症です。
　インフルエンザが冬場に流行するのは、空気が乾
燥すること、また、寒くて乾燥した空気が気道粘膜
の抵抗力を弱めるなど、インフルエンザにとって好
条件が整っているからです。
　インフルエンザは、普通の風邪と比べて感染力が
強く、高熱・寒気・頭痛などで発症し、３８度以上
の発熱、筋肉痛や関節痛などの全身症状を伴います。
　インフルエンザの最も効果的な予防法は、流行前
に予防接種を受けることですが、そのほかにも日常
生活で気をつけたいこともあります。次のことを実
践し、インフルエンザにかからないようにしましょ
う。
インフルエンザの予防には
①感染経路を遮断する
・外から帰ったら、うがいをし、せっけんで手を洗

いましょう。
・できるだけ人ごみは避けましょう。
・部屋の換気を定期的にしましょう。
②抵抗力をつける
・栄養、睡眠をしっかりとりましょう。
・からだを冷やさないようにしましょう。
③環境を整える
・室温は２０度前後に保ち、湿度は６０％くらいが
理想です。
　これらのことに気をつけて、インフルエンザを予
防し、元気に冬を過ごしましょう。

※伊賀市では、６５歳以上の方、小学校就学前の乳
幼児には接種費用の補助・助成制度があります（本
紙１０月１５日号表紙）。乳幼児インフルエンザ助成
の申請締め切りは２月２８日（必着）です。助成対
象接種期間（１０月１５日～１月３１日）に受けら
れた方は、早めに申請してください。

　インフルエンザに気をつけて！　　 【問い合わせ】　本庁健康推進室　☎２２－９６５３


